
ふるさと講座・歴史系第２回目

「別海町歴史文化遺産を巡る（旧国鉄標津線跡編）のお知らせ！

町内に残る旧国鉄標津線跡を巡る講座を実施します。

ぜひ、ご参加ください。

●日 時 令和６年６月２９日（土）午前９時～１２時３０分

●場 所 平糸・光進・泉川地区等（集合：郷土資料館）

●講 話 講師：郷土資料館 主幹 戸田博史

●見 学 「旧国鉄標津線平糸駅跡」、「旧国鉄標津線上春別

駅跡」、「旧国鉄標津線光進駅跡」、「別海町鉄道記

念公園・記念館」等

●定 員 １０名 ６月３日（月）から受付開始。電話にて、お名前・電話番号を連絡ください。

ふるさと講座・自然系第１回目 シギ・チドリ観察会を実施しました。

５月１９日（日）参加者８名で実施しました。講師は、野付エ

コ・ネットワーク代表の藤井薫氏です。

はじめに、ネイチャーセンターで講師よりレクチャーを受け

ました。野付半島は、ロシアやアラスカに渡るシギ・チドリの中

継点として重要な場所です。繁殖のため 6月の第 1 週までに到

着しなければならないことから、野付半島で餌を捕食していま

す。時には、人間が近くにいても気にせず餌を食べています。ま

た、1972 年に初めてアカアシシギの繁殖が確認され、国内では、

野付半島だけです。

レクチャーの後、車にて移動しながらの観察となりました。31

種の鳥を見ることができ、シギ・チドリでは、シロチドリ、メダ

イチドリ、トウネン、ハマシギ、キョウジョシギ、キアシシギと

いった代表的な鳥を間近でみることができました。アカアシシ

ギも声だけでしたが、講師によると鳴き声だけでも貴重なもの

だと教わりました。

お目当てのシギ・チドリの観察はもちろんのこと、予想を上回

る多くの鳥を観察することが出来、参加者は満足していました。

●参加者の感想

・たくさんの鳥を見れて楽しかった。天気よく、風なく、すばらしい日だった。すぐに単眼のピントを合わせて見せていただき、あり

がたかった。キョウジョシギ、トウネン、ハマシギ、キアシシギは、覚えていれそう。肉眼でも楽しめて、こういうことは、今の時期だ

けとお話を聞いていい機会に恵まれて嬉しかった。
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●特別展 アイヌ語通辞（通訳）加賀伝蔵物語

この度、刊行しました絵本のパネル展を開催します。

・期 間 令和６年６月３日(月)～７月１９日(金）

・場 所 別海町郷土資料館附属施設加賀家文書館

「メナシのアイヌとともに生きる～加賀伝蔵・松浦武四郎・南摩綱紀～」その 10

松浦武四郎と加賀伝蔵の出会い

松浦武四郎は、幕末に近世日本社会から蝦夷地と呼ばれていた北海道を 6

回踏査しました。幕末の探検家・アイヌの良き理解者として、明治維新後は

当代随一の「蝦夷地通」として新政府による北方政策に関わり北海道の名付

け親と言われる人物です。

蝦夷地の様子を詳細に記録した武四郎の史料には、メナシ地方のことも多

く記録されています。

『戌午第十八巻東部志辺都誌』『近世蝦夷人物誌農夫茶右衛門』『戌午知床

日誌』には、シレトコへの調査のため、土地に詳しいアイヌを伝蔵に依頼し

ていることや、アイヌの茶右衛門の勧めにより行った野付半島での農耕のこ

とが、紹介されています。

武四郎と伝蔵の出会いは、1856 年(安政 3)と思われます。『竹四郎廻浦日記 巻の二十五』に伝蔵とア

イヌが開いた畑の作物が紹介されています。

その後の出会いは、1858 年(安政 5)で、4月 28 日、根室会所を出発し、翌 29 日、ベツカイ(別海町本

別海)に到着します。ここで、伝蔵に迎えられ、船で海岸線を北上し夕方ノツケ(野付通行屋)に到着しま

した。夜には、間宮林蔵と樺太に行ったシンバフというアイヌと 1845 年(弘化２)の調査以来の再会を

果たしました。また、伝蔵と畑作づくりを行っているアイヌの茶右衛門にも会い、手当てなどを与えま

した。５月１日、シレトコへの旅へ向かうために土地に詳しいアイヌを伝蔵お願いし、ノツケを出発し

ました。

伝蔵の日記にも同様なものが書か

れており、武四郎は、伝蔵の勤める

野付通行屋に二泊しました。メナシ

のアイヌたち、そして伝蔵との交流

を深めたと思われます。

※図・写真等：上-松浦武四郎（松浦武四郎記念館蔵）下-「東蝦夷日誌・ノツケよりメナシ眺望之図」

松浦武四郎(北海道大学附属図書館蔵)
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編集後記
５月も寒暖差が激しかったですね。さて、５/１９の観察会です

が、本当に近くでシギ・チドリを観察することが出来ます。５ｍ

ぐらいでしょうか、これも野付半島ならではの野鳥観察かと思い

ます。6月も旧国鉄標津線跡の歴史文化遺産の講座や加賀家文書

館では特別展を実施します。ご参加・ご来館ください。


